
平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 28 事業No. 163

事務事業名 勤労者支援事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 産業振興課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 地域経済活性化プログラム2017

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 飯田市内の勤労者・事業所、飯田下伊那の勤労者・事業所（飯田勤労者共済会）

意図 安心して働ける環境づくりや勤労者の生活安定と福祉向上

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

勤労者に対する福利厚生が充実し、やりがいと生きがいを持って安心して働ける環境をつくる必要があります。

また、各種融資事業については、勤労者が利用しやすい制度となるよう見直しをする必要があります。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
勤労者の生活安定と福祉の向上を図るため、勤労者に対する住宅

建設資金融資等支援や事業所に対する退職金共済支援、勤労者関

係団体等への支援を行い、安心して働ける環境づくりを進めます

。

 ・ 勤労者住宅建設資金融資支援の実施

 ・ 勤労者協調融資の実施

 ・

中小企業退職金共済加入事業所や特定退職金共済加入事業所の支

援

 ・ 飯田市勤労者協議会事業の支援

 ・ 飯田勤労者共済会の支援

勤労者住宅建設資金融資利子の補給 735

勤労者協調融資への預託 170,000

中小企業退職金共済等加入事業所の支援 850

飯田市勤労者協議会事業の支援 5,200

飯田勤労者共済会への補助 11,976

  

  

  

  

その他の経費 3,068

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
勤労者住宅建設資金利用者数 人 40    
中小企業退職金共済等補助対象事業所数 所 30    

勤労者協調融資新規利用者数 人 10    

飯田勤労者共済会事業所加入率 ％ 18    

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 191,829 （そ）勤労者生活教育資金貸付預託金回収金　170,000千円

（そ）雇用促進住宅駐車場負担金　1,159千円

（そ）勤労者福祉推進事業町村負担金　3,399千円
国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 174,558

一般財源 17,271

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 5 1
 
1  10

 
1

9,853

0
労働諸費

2    1 5 1
 
1  10

 
2

11,976

0
飯田勤労者共済会補助事業費

3    1 5 1
 
1  10

 
3

170,000

0
勤労者協調融資事業費

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 163 事業名  勤労者支援事業 産業振興課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 28 事業No. 164

事務事業名 技能者育成支援事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 産業振興課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 地域経済活性化プログラム2017

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 飯田市に居住する勤労者、飯田市の事業所に勤務する技能勤労者、技能習得を希望する若年者

意図 地域の伝統技術の継承、後継者の確保・育成及び地域産業の技術の向上

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

技能労働者の確保・育成を図るため、技能労働者を取り巻く環境等実態の把握、課題の整理及び具体的取り組みの検

討・実施について、技能労働関係団体等と連携して取り組む必要があります。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
地域の伝統技能を継承するために、技能労働者の確保・育成と地

場産業の技術向上を図ります。

 ・ 技能労働者の労働意欲や地位の向上、伝統技術の継承、地域

産業の振興につなげるため、飯田市技能労働者褒賞事業の実施

 ・ 働きながら技能を修得する勤労者のために職業訓練を実施す

る飯田高等職業訓練校の支援

 ・ 技能五輪全国大会出場選手激励会の実施

 ・ 技能労働関係団体等と連携した組織の立ち上げと技能労働者

実態把握等の実施

技能勤労者褒賞式典の開催 329

飯田高等職業訓練校を支援 2,546

技能五輪全国大会出場者激励会の開催 25

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
技能勤労者褒賞者数 人 20    

技能五輪全国大会出場選手数 人 5    
技能労働関係団体等との連絡会の開催 回 3    

      

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 2,900  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 2,900

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 5 1
 
1  10

 
1

2,900

0
労働諸費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 164 事業名  技能者育成支援事業 産業振興課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 28 事業No. 165

事務事業名 雇用対策事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 産業振興課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 1 若者が帰ってこられる産業をつくる

   

   

分野別計画
 地域経済活性化プログラム2017

 飯田市版総合戦略

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 飯田・下伊那の高校生

意図 地域産業の将来を担う人材の育成と確保

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

高校生の地域（飯田・下伊那）内就職と進学後のＵターン就職を合わせた地域内回帰・定着率は４割程度で推移して

います。地域事業所の雇用意欲の高まりに反して一部の分野で恒常的に人材が不足しており、人材の確保に苦慮して

いる状況です。そこで、進学する高校生が多い状況で、進学する前にいかに地域産業への理解と地域への愛着をもっ

てもらうかを行政、高校、事業所や関係団体等と連携して取り組む必要があります。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
高校生を対象に地域産業を「知る、体験する」機会を創出し、Ｕ

ターンも含めた地域内に「就職する」までの一貫した支援を実施

します。

 ・ 高校生に対する地域産業を知り、地域での職業選択につなが

る説明会の実施

 ・ 高校生に対する長期休暇を活用したインターンシップ制度の

構築に向けた取組

 ・ 就職する高校生に対する新社会人育成講座の開催

 ・ 大学生等のＵ・Ｉターン就職ガイダンスの開催

高校生人材育成支援 1,110

ＵＩターン就職支援 460

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
地域産業説明会開催高校 校 3    

新社会人育成講座参加者 人 40    

      

      

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 1,570 （そ）地域雇用創出推進基金繰入金

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 1,570

一般財源 0

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 5 1
 
1  10

 
4

1,570

0
雇用対策事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 165 事業名  雇用対策事業 産業振興課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 28 事業No. 166

事務事業名 人材誘導事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 産業振興課 開始 H18 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 2 飯田市への人の流れをつくる

   

   

分野別計画
 地域経済活性化プログラム2017

 飯田市版総合戦略

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 Ｕ・Ｉターン希望者（移住希望者）

意図 相談から定住までを支援するための仕組や体制の構築

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

飯田市では、人材誘導に取り組んできましたが、現在では、全国的にも多くの自治体が移住施策に取り組んでおり、

移住戦国時代とも言える状況にあります。リニア中央新幹線開通を見据え、飯田市への新しい人の流れの道筋をつけ

る上でも、庁内横断的なプロジェクトにより、戦略的な視点による施策の展開や横断的な課題への対応、多様な主体

との連携などの検討を進めます。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
U・Iターン者の受入から定住までを支援するための仕組や体制を

構築します。

　首都圏や中京圏などにおける南信州移住相談会の開催など広域

的な連携も含めたU・Iターン者の増加を目指す取り組みを行いま

す。

 ・ U・Iターン者の動機と暮らしに必要な環境を整理し、相談か

ら定住までを支援する仕組みや体制の構築

 ・

産業分野の担当者が参画した結いターンキャリアデザイン室の運

営

 ・ 首都圏や中京圏などにおける移住相談会の開催

結いターンキャリアデザイン室の運営 1,777

移住相談会の実施 433

飯田の暮らしや魅力などの情報発信 1,650

U・Iターン受入環境整備 500

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
Ｕ・Ｉターン相談 件 150    

Ｕ・Ｉターン実績 人 70    

      

      

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 4,360 （そ）地域雇用創出推進基金繰入金

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 4,360

一般財源 0

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 5 1
 
1  10

 
5

4,360

0
人材誘導事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 166 事業名  人材誘導事業 産業振興課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 28 事業No. 167

事務事業名 勤労者福祉センター管理運営事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 産業振興課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 地域経済活性化プログラム2017

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 長野県飯田勤労者福祉センター施設

意図 施設の安定的な利用のための適切な管理

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

長野県飯田勤労者福祉センターの利用促進を図る上で、駐車場の不足が課題となっています。

 また、老朽化が進む施設の現状把握のため、利用者アンケート調査等を実施し、より使いやすい施設として利用促

進を図る必要があります。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
長野県から指定管理を受けている長野県飯田勤労者福祉センター

施設の安定的な利用を促進するとともに、施設を適切に管理しま

す。

・受付業務、使用料の徴収及び日常管理業務

・清掃業務、夜間警備、休日夜間管理など委託業務の管理業務

・空調設備、消防設備等の施設保守管理業務

・施設、設備の修繕

飯田勤労者福祉センターの管理 18,596

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
利用総人数 人 160,000    

      

      

      

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 18,596 （県）勤労者福祉センター管理委託金　268千円

（そ）電気使用料　2,420千円

（そ）勤労者福祉センター使用料　8,100千円
国庫支出金 0

県支出金 268

地方債 0

その他 10,520

一般財源 7,808

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 5 1
 
2  10

 
1

18,596

0
勤労者福祉センター管理費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 167 事業名  勤労者福祉センター管理運営事業 産業振興課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 28 事業No. 168

事務事業名 桐林勤労者福祉センター運営支援事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 産業振興課 開始  終了 H29

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 地域経済活性化プログラム2017

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 飯田市桐林勤労者福祉センター施設

意図 施設の適切な管理・運営

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

平成29年12月末での公の施設廃止に伴い、他施設等での各種講座の継続について、関係者との協議が必要となってい

ます。

また、施設全体の後利用について、「桐林クリーンセンター後利用検討委員会」の検討結果を参考にしながら、検討

を行う必要があります。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
一般財団法人飯田勤労者共済会を指定管理者として飯田市桐林勤

労者福祉センターを適切に管理・運営します。

 ・ 一般社団法人飯田勤労者共済会への管理･運営委託

桐林勤労者福祉センター管理運営委託 17,000

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 521

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
利用者総数 人 17,000    

講座・プール利用者数 人 13,000    

      

      

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 17,521  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 17,521

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 5 1
 
2  15

 
1

17,521

0
桐林勤労者福祉センター管理費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 168 事業名  桐林勤労者福祉センター運営支援事業 産業振興課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  
廃熱を利用した風
呂・プール利用

〇   ○ ○ ○ ○ ○ ○  

浄化槽の点検  〇  ○ － － ○ － ○  
浴槽の水質検査  〇  ○ － ○ － － －  

プールの水質・空
気検査

 〇  ○ － ○ － － －  

エアコンのフロン
の点検

 〇  ○ － ○ － － －  

タンクからの燃料
流出・火災

  〇 ×× － － － － × ○

消防法 防火管理者の選任 ○ ○
消防法 消防用設備の点検及び結果報告（2回/年） ○ ○
消防法 避難訓練計画の届出及び訓練の実施（2回/年） ○ ○
消防法 地下タンクの加圧点検（1回/年）9月 ○ ○
消防法 非常用自家発電設備の点検（1回/年） ○ ○
南信州広域連合火災予防条例 灯油タンクの管理 ○ ○
浄化槽法 プール保守点検（2回/月） ○ ○
浄化槽法 浴場棟保守点検（1回/月） ○ ○

浄化槽法
指定検査機関による水質検査の実施（1回/年）及び清掃（1回
/年）

○ ○

公衆浴場の設置場所の設置及び衛
生等の措置の基準に関する条例施
行規則

水質検査の実施（男女:年2回） － －

長野県競泳用プール指導要綱 水質検査の実施（毎月）及び空気検査の実施（毎月） ○ ○
電気事業法 電気保安管理（1回/2月）及び年次点検（9月） ○ ○
フロン類の使用の合理化及び管理
の適正化に関する法律

廃棄時書類交付、保存 － －

特定家庭用機器再商品化法(家電
リサイクル法)

廃棄時におけるリサイクル券の受領・保管 － －

           
           
           
           
           
           
           
           

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・施設廃止後の適正管理

・有害物質の混入による営業

停止と社会的信用の失墜

・燃料流失・火災等による事

故

・順守に必要な情報の確保と

設備レベルの維持

 石油類の保管施設
年間を通じて
適正な管理を行う

・5月:飯田勤労者共済会事務局へ打診
・5月下旬:サンヒルズいいだの所長との打ち
合わせ、記録簿等の作成
・6月～:タンクの確認作業の実施

・毎日、チェック表に基づき石油
類保管施設検査記録簿に点検結果
を記入
・毎月まとめて記録簿を提出 ○

・毎日、チェック表に基づき石油
類保管施設検査記録簿に点検結果
を記入
・毎月まとめて記録簿を提出 ○



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 28 事業No. 232

事務事業名 地域産業横断連携推進事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 産業振興課 開始 H22 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 地域経済活性化プログラム2017

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 地域経済活性化プログラム

意図 地域経済活性化プログラムの推進による地域産業の持続的な発展と地域経済の活性化

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

いいだ未来デザイン2028などの計画と整合をとりながら、地域の産業界や経済界の皆さまとともに地域経済活性化プ

ログラムを策定します。 また、部局内外を横断的に連携して地域経済プログラムを推進していきます。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
現状分析などから産業経済分野の方向性を確認し、経済自立度を

向上させる産業振興の施策展開などをまとめた実行計画である「

地域経済活性化プログラム」をＰＤＣＡサイクルで進行管理しま

す。

 ・ 産業振興審議会の開催

 ・ 地域経済分析、経済自立度の計算

 ・ 地域経済活性化プログラム、経済自立度の公表

地域経済活性化プログラムの策定 251

産業振興審議会の運営 265

産業経済部部内会議の運営(部内庶務) 2,197

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
産業振興審議会の開催 回 3    
部内会議、活プロ策定関係会議の運営 回 50    

部内横断プロジェクトの設定 件 5    

      

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 2,713  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 2,713

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
6  16

 
5

2,713

0
地域経済活性化プログラム推進事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 232 事業名  地域産業横断連携推進事業 産業振興課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 28 事業No. 233

事務事業名 長寿企業顕彰事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 産業振興課 開始 H26 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 地域経済活性化プログラム2017

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 飯田市において長期にわたり事業や経営を続けている企業（長寿企業）

意図 長寿企業の顕彰による、さらなる事業継続の推進、企業のイメージや認知度の向上

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

企業顕彰につながるように事業の周知アナウンスの強化が必要です。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
企業イメージの向上やさらなる事業継続に向けての動機付けとし

て長寿企業を顕彰します。また、顕彰企業を公表・紹介すること

により、ほかの企業や事業者の目標として、地域産業の発展につ

なげます。

 ・ 飯田市長寿企業顕彰式典の開催

 ・ 審査委員会の開催

 ・ 顕彰企業の紹介

長寿企業顕彰式典の開催 293

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
顕彰企業 件 40    

      

      

      

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 293  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 293

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
6  17

 
1

293

0
長寿企業顕彰事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 233 事業名  長寿企業顕彰事業 産業振興課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 


